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令和7（2025）年度

大学発新産業創出基金事業

スタートアップ・エコシステム共創プログラム

GAPファンドプログラム『ステップ１』

採択者説明会

名古屋大学 学術研究・産学官連携推進本部 

イノベーション・アントレプレナーシップ推進室

(Tongaliプラットフォーム事務局）
※Tongaliは登録商標です

Tongali-PF presents

2026.3.13

表示名を「機関名_氏名」でお願いします



履歴はじめに
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◆説明会の主旨
GAPファンド 令和7年度STEP1採択者の皆様に、
・JST向けの研究開発計画提出
・採択中の具体的なインキュベーションプログラムおよびスケジュール

の理解を図り、プログラムの円滑な進行、有効活用を促進する

◆コンテンツ
①当面の実施事項
②計画書の作成～承認まで
③今後の流れについて
④インキュベーションプログラム内容
⑤特許取得費用の支援について

◆JSTによる採択承認（目標 5/1）までは口外NG
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GAPファンド全体概要（振り返り）

1年 最長3年

今回のご案内範囲 事業化支援人材
マッチング



4

①計画書関連 

（様式類・マニュアル）https://nuss.nagoya-u.ac.jp/s/ETLadagBepjb9SQ

   ・計画書提出：3/31（火）9:00

  提出先  ：TongaliGAPファンド事務局 tongali_x_admin@g.thers.ac.jp

②事業化支援人材マッチング希望把握への回答

※全チーム回答願います

・回答期日 3/17（火）正午

回答フォームよりお願いします

当面の実施事項

※PFをまたがった共同実施の場合

-3/16（月）16時 共同研究者情報を事務局へ連絡

・PF名  例：GTIE

・機関名 ○○大学

・所属・氏名・メールアドレス

-3/24（火）正午 計画書提出

全案件の計画書が揃うことがJSTの受付の
前提となります。
抜け漏れの無いよう、ご対応願います。

https://nuss.nagoya-u.ac.jp/s/ETLadagBepjb9SQ
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https://docs.google.com/forms/d/e/1FAIpQLSfJ9wwKeHvJFp2i3-wR0WCqz10ew-Dem1xVGYanHpceE1uhZQ/viewform?usp=header


① 3/16（月）16時：PF跨り共同研究報告
② 3/31（火）9:00 ：計画書提出
↓ PF跨りの共同研究：跨りあり連絡 3/16 16時、計画書：3/24 正午

↓ （事務局・JST対応、個別修正対応等）
③5月 1W頃 計画承認（想定）⇒活動開始（着金までは機関内で立替）
④6/1付 契約
⑤後日 着金

計画書の作成～承認
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および データマネジメントプラン

2.作成・提出物

主たる共同研究者がいる場合は、研究代表者の作成する計画書とは別に計画書を作成してください。
主たる共同研究者の研究費の執行管理は主たる共同研究者の所属機関で実施してください。

1.スケジュール
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資金計画書について

作成上の留意点
・採択通知上の金額を直接費の上限として策定

-創薬系は最大1,000万円
-モノづくり系・医療系（創薬以外）は最大500万円
※消費税込みで計画

・審査申請時の計画から変更可
※審査員からの意見：

GAPファンドでの目標と結びついた資金計画とす
るよう確認・精査

・事業化支援人材（CxO候補人材）について
→マッチングを想定しているチームは80万円を計上
（10万円/月×8か月）

マッチング希望把握 〆 3/17（火）正午
登録フォーム
※希望しないチームも回答願います

https://docs.google.com/forms/d/e/1FAIpQLSfJ9wwKeHvJFp2i3-wR0WCqz10ew-Dem1xVGYanHpceE1uhZQ/viewform?usp=header
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【個別研究開発課題に係る計画様式】
・ 計画様式2_研究開発計画書_Tongali2025-xx_●●大・●●PJ（SU エコ共創）.docx
・ 計画様式2 別紙_参加者リスト（研究開発）_ Tongali2025--xx_●●大・●●PJ（SU エコ共創）.xlsx
・ 計画様式3-3_研究開発費 資金計画書_ Tongali2025-xx _●●大・●●PJ（SU エコ共創）.xlsx
・ データマネジメントプラン_研究開発_ Tongali2025-xx_●●大・●●PJ（SU エコ共創）.xlsx

計画書の提出・他PFとの共同研究について

全案件の計画書が揃うことがJSTの受付の
前提となります。
抜け漏れの無いよう、ご対応願います。

PFをまたがった共同研究の場合は3/16（月）16時
までに事務局あてにお知らせください。
相手のPF事務局に連絡します。
（お知らせいただく内容）
・PF名  例：GTIE
・機関名 ○○大学
・所属・氏名・メールアドレス

①3/16（月）16時：PF跨り共同研究報告
②3/31（火）9:00 ：計画書提出

PF跨りの共同研究：跨りあり連絡 3/17 16時、計画書：3/24正午

提出先 tongali_x_admin@g.thers.ac.jp

【異なるPFを跨いで共同研究を行う場合のイメージ（研究者ハンドブックP.10）】

共同研究可能な他PF所属機関は下記にてご確認ください。
https://www.jst.go.jp/program/startupkikin/su-ecosys/project2023.html

https://www.jst.go.jp/program/startupkikin/su-ecosys/project2023.html
https://www.jst.go.jp/program/startupkikin/su-ecosys/project2023.html
https://www.jst.go.jp/program/startupkikin/su-ecosys/project2023.html
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【参考】マニュアル類の横断検索（試行中）
https://notebooklm.google.com/notebook/ad58591b-61f9-4de7-b76e-5e204aaf7396
・JST提供の公開済み要項・マニュアル類を元に、AIに質問な仕組みを試行中です。
・自然な言葉で質問でき、マニュアル類の中から、ソース付きで回答が得られます。
・ソース部分を探す参考としてご活用ください

https://notebooklm.google.com/notebook/ad58591b-61f9-4de7-b76e-5e204aaf7396
https://notebooklm.google.com/notebook/ad58591b-61f9-4de7-b76e-5e204aaf7396
https://notebooklm.google.com/notebook/ad58591b-61f9-4de7-b76e-5e204aaf7396
https://notebooklm.google.com/notebook/ad58591b-61f9-4de7-b76e-5e204aaf7396
https://notebooklm.google.com/notebook/ad58591b-61f9-4de7-b76e-5e204aaf7396
https://notebooklm.google.com/notebook/ad58591b-61f9-4de7-b76e-5e204aaf7396
https://notebooklm.google.com/notebook/ad58591b-61f9-4de7-b76e-5e204aaf7396
https://notebooklm.google.com/notebook/ad58591b-61f9-4de7-b76e-5e204aaf7396
https://notebooklm.google.com/notebook/ad58591b-61f9-4de7-b76e-5e204aaf7396


9

今後の流れ・インキュベーションプログラム

◆起業準備セミナー
➢ 資金調達、特許戦略をはじめとした起業に必要となるスキルを習得

◆チームアップ・外部の知見活用
➢ 事業化支援人材マッチング
➢ PF共有のメンタープールへの相談
➢ ビジネスの特定分野に知見を持つ個人に相談・インタビューできるサービスの利用

◆Demo Day（成果報告会）
➢ 技術シーズと事業モデルについてベンチャーキャピタリストや協業パートナー候補へのピッチを実施

◆達成状況確認
➢ 申請時に設定した達成目標（マイルストン）に対する進捗状況を確認

◆その他ツール・イベント

✓採択者向けサイト ✓試作・検証環境の活用（Tongali Lab／共用機器） ✓技術シーズ集（ＳＴＳＴ）の発行

✓STATIONAi座席利用  ✓特許取得費用の支援

3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

ＪＳＴ対応

インキュベーション
プログラム

・終了審査

起業準備セミナー

3/31
計画書提出 ・JST承認、活動開始（着金までは機関にて立替）

・契約

（希望者向け）STEP2事業化推進機関交流 アーカイブ提供予定

<事業化支援人材マッチング>

試作・検証環境の活用

マッチング 4/15・21 説明会 チーム加入

・メンタープール活用、インタビューサービス利用

特許取得費用の支援 ・シーズ集発行（STST）

<知見活用>

・6/10 知財とインテグリティ

・7/15 戦略的知財活用
・11月（調整中）資金調達と投資の基礎

DemoDay
@TechGALA 
12/15~17（予定）

・TechGALAの日程が判明
・TechGALA内でのDemoDayの日程は未定

マッチング説明会
・15日(水) 10:00~11:00
・21日(火) 16:30~17:30
→ 別途参加申込フォームを案内予定
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起業準備セミナー
➢概要：資金調達、特許戦略、インテグリティをはじめとし、研究シーズを元にした起業に必要
となるスキルを習得

➢受講対象者：チームメンバー

（研究代表者・共同研究者・事業化支援人材、産連伴走者等）

※原則、チームの方どなたかは必ずご参加をお願いします

日程 講義内容 講師 / 開催場所 備考

① 6/10 (WED)
13:00-15:30

研究成果を守る・活かすための
知財とインテグリティ

名古屋大学
鬼頭教授、石川URA

・対面@オフィスパーク名駅プレミアホール(※)
※名古屋駅から徒歩4分

・交流会あり
・アーカイブ動画あり

② ７/15(WED)
13:00-16:00

スタートアップを作るための
戦略的知財活用 

弁護士法人
内田・鮫島法律相談事務所 ご担当者

・オンライン
・アーカイブ動画あり

③ ７/28(TUE)
15:00-16:50

今日から使える！
研究×AI 実践入門

studio veco 代表 伊藤 雅康 様
Givin’ Back  取締役COO 田中 悠介 様

・オンライン
・アーカイブ動画あり

※2026.06.04更新

④ 10/1(THU)
15:00-18:40

事業拡大のための資金調達と
投資の基礎 

VC、銀行関係者など

名古屋大学

・対面＠名古屋大学 NIC Idea Stoa
・交流会あり
・アーカイブ動画なし

※2026.05.27更新



チームアップ・外部の知見の活用
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研究代表者

産連伴走者 知財担当者

・チームの一員として、ビジネス視点で事業化開発を加速
・不在チームにはステップ１の支援期間中にマッチングを実施

事業化支援人材

マッチング

支援期間

事業化
支援人材

大学
産連部門

研究チーム

メンタープール

外部専門人材

・各分野に知見を持ち、相談できるメンターをTongali-PFでプール
・随時相談可能（事務局を通じて調整）

申請・審査

メンター

・ビジネスの特定分野に専門的な知見を持つ個人に
 相談できるサービス（ビザスク）を活用

外部専門人材

エントリー・
仮説検証P

共同研究者チ
ー
ム
メ
ン
バ
ー

※ＰＦ共通リソース

※外部リソース



ビジネス視点を取り入れたSTEP1事業検証の加速

ビジネス視点を取り入れ、事業性を検証し、次のステージに向かけた準備が必要。（優れた研究≠有望なビジネス）

-顧客ニーズに基づく事業計画・収益性のブラッシュアップ

-事業化推進機関(VC)や協業候補(事業会社、製造パートナー)の獲得に向けた、プレゼン内容・資料の磨き上げ
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STEP1 STEP2

• 顧客候補へのニーズヒアリング

• 既存/競合製品との優位性検討

• 顧客が求める機能・性能・コスト把握

• 競合優位性を強める知財・ノウハウ検討

• 現実的な市場規模・ビジネスモデル把握

• Demo Dayでのプレゼン

（事業化推進機関、事業会社、製造パートナー）

前半

• 求められる機能・性能の実証（PoC）

• 新しい機能・性能向上に向けた応用研究

• 量産化・コスト低減に関する研究

STEP2での共同申請に向けて、

ビジネス人材に響くプレゼンが必要

STEP1→2への接続の例

• スタートアップ組成に向けた準備



➢目的：ビジネスをリードする人材が不在のチームに対し、事業化検証を加速する人材のマッチングを実施

➢実施時期：マッチング 5～7月、チーム加入 8月（想定）

（事業化支援人材の加入前も、伴走支援者とともに、メンター・外部人材を利用した活動を積極的に進めてください）

事業化支援人材に期待される役割

-シーズの特徴を理解し、起業に向けた以下の活動をチームの一員として実施し、事業化を推進する

-事業戦略の策定 -市場調査の立案・実施 -次のステージに向けた目標の設定、および目標達成に向けた諸活動

➢ 参画期間：2026年8月～2027年3月（想定）

➢ エフォート ：月10-20時間程度（会議月2回/月 含む）

➢ 費用：謝金 月5-10万円程度 各チームの研究開発費（マッチングまでは事務局負担）

➢ 参画方法：オンライン会議を基本的とする

➢ 想定稼働：マッチング希望確認への回答（3/17正午）、マッチング事業者による説明会（4/15 10時～、4/21 16時半～ ※アーカイブあり）、

 チームごとの求人要件を作成（4~5月）、書類選考・面談等（5～7月） 13

事業化支援人材マッチング

年月

プロセス

4 5 6 7 8 9

研究計画ヒアリング
人材要件定義

書類選考 初回面談

2026年

オファー面談

研究チームへの参画

説明会

●実施イメージ（案）

面談は伴走支援者が進行
（初回は事業者がサポート）

10～20名→5名程度

※人材事業者の支援の元、研究チームも関わって人材要件定義・人選を実施

マッチング希望チームは、資金計画書に10万円×8か月を計上
※謝金ルールは、各機関の規定に準拠
(弊学ルールが必要な方はお問い合わせください)

https://docs.google.com/forms/d/e/1FAIpQLSfJ9wwKeHvJFp2i3-wR0WCqz10ew-Dem1xVGYanHpceE1uhZQ/viewform?usp=header


活用予定の事業化支援人材プール

約4,500名

候補者の産業別割合

〇研究開発型スタートアップの創業支援・経営チーム組成支援に特化したupto4社のプールを活用
-アカデミア＋ビジネスのバックグラウンドを有する人材が多数登録
-チームごとの研究計画書を元に、求人要件定義や人選・面談もサポート

〇支援人材候補者のモチベーション
-自分の専門性や経験を活かしたい、出身地域に貢献したい
-リモートワーク＋低リスクの副業で、将来のジョイン先を探索

修士・博士号 取得比率 約58%
旧帝大および主要大学（※）出身者比率：約46％
※ 早稲田大・慶応大・東工大・一橋大・東京理科大

東京大 12%、早稲田大 6%、慶応大 6%、京都大 5% 14
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中川卓也 丸山太一郎 服部裕輔 平山雄太 宗像亮介 長袋洋
内田・鮫
島法律事
務所

創薬全般 〇 〇

資本政策・ストックオプション 〇 〇（創薬）

事業モデル構築、事業戦略 〇 〇 〇 〇 〇（創薬）

知財戦略 〇（創薬） 〇

新株予約権等の設計 〇

M＆A 〇（創薬）

ＩＰＯ準備 〇

資金調達 〇 〇 〇（創薬）

補助金申請 〇

企業との連携支援 〇 〇

海外展開・海外市場調査 〇

チームビルディング 〇 〇

人材戦略、人材採用 〇 〇

労務 〇

法務 〇

コーポレートガバナンス 〇 〇 〇（創薬）

スタートアップ分野の規制緩和 〇

中川 卓也 氏 
 株式会社アカデミック・
  ギャングスター代表取締役

丸山 太一郎 氏
 中小企業基盤整備機構
中小企業アドバイザー
（スタートアップ）

服部 裕輔 氏
 株式会社 Sun Asterisk

平山 雄太 氏
IDEAPOST 株式会社
代表取締役社長

宗像 亮介 氏
 メゾメリー株式会社
 代表取締役

弁護士法人内田・鮫島法律事務所 

長袋 洋 氏
 SFG SCIENCES 株式会社
代表取締役 CEO

Juro Sciences 株式会社
代表取締役

合同会社 YP Shoten 代表社員
東北大学病院臨床研究推進
センター 客員教授

メンタープールの活用
➢ビジネスや技術の各分野に知見を持ち、相談できるメンターをTongali-PFでプール

➢随時相談可能（事務局を通じて調整）、1時間/1回を想定

➢費用：プログラム推進費より支出予定

（敬称略）

※専門分野の〇が追加される可能性あり
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ビザスク（外部専門人材相談サービスの活用）

概要：ビジネスの特定分野に専門的な知見を持つ個人に相談できるサービスを利用可能

＜活用例＞

・新規事業やマーケティングに関するアドバイス

・資金調達や組織づくりの経営相談

・業界調査

・ユーザーインタビュー 等

＜想定回数＞支援期間中 ３回（海外人材含む）

＜費用＞ プログラム推進費（事務局費用）より支出予定
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DemoDay（成果報告会）

➢概要：技術シーズと事業モデルについてベンチャーキャピタリストや協業候補へのピッチを実施

➢時期：2026年12月15-17日（TechGALA（https://techgala.jp/）内で実施）

➢聴講者（想定）

・採択時の審査員・メンター

・ベンチャーキャピタリスト

・協業候補（事業会社等）

・地域の人材コミュニティ

・自治体等支援者

・大学 産連部門 等



Tongali GAPファンド DemoDay模様（2026/1/28（水）@アーバンネット名古屋ネクスタカンファレンス）

ものづくり系（99名）

医療系（79名）

ネットワークキング

18

178
+29
+15

=
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達成目標（マイルストン）状況確認①

➢概要: 申請時に設定した達成目標（マイルストン）に対する進捗状況を確認

支援期間終了時に実施

➢目的: ・事業化開発に向けた課題の棚卸し

   ・ステップ２・事業化への改善ポイントの助言

➢時期: 終了審査 2027年 ３～4月頃

➢実施方法: 書面を想定
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2026/3/6
STEP2エントリー説明資料達成目標（マイルストン）状況確認②
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採択者向けホームページ・メーリングリスト

（準備中のためR6年度版を例示）

・Tongali-Xのホームページ内に、採択者向けホームページを提供。ツール、セミナー資料、アーカイブ等を提供

（開設時に案内予定）

・採択者向けの事務連絡用に、メーリングリストを用意（ r7step1@tongali.net ）

→別途 登録フォームを案内予定（行事案内・依頼事項等の事務連絡を受け取る方のアドレスを登録）

Tongali-Xホームページ

https://tongali.net/x/

R7 STEP1 関係者ページ

https://tongali.net/x/gap-fund/r7-step1/（PW:Tongali_r7step1）

mailto:r6step1@tongali.net
https://tongali.net/x/
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Tongali Lab／共用機器の活用

１．試作スペース Tongali-Lab
Tongali連携大学の学生や研究者であれば利用可能

SERVICES

P-labo

光産業創成大学院大学名城大学名古屋大学

２．機器の相互利用
Tongali 共有機器リスト

https://tongali.notion.site/29956cf2a1f84c69b07d51b3437893f4?v=4b96c05c3ddc423eb457ccc5d3db1cc6
https://tongali.net/tongali-lab/
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採択案件の情報発信

１． Tongali-PF HP掲載

（JST承認後・５月想定）

２．シーズ集 STSTの発行（3月頃）

・VC/協業候補等への説明等に活用

・想定対応内容：素材提供、取材対応、原稿確認等（11月頃～）

※JST正式承認まで採択は公表NG※

https://tongali.net/x/stst/


STATION Ai GAPファンド採択チーム向け 座席利用条件

【使用可能期間】

GAPファンドプログラムへの参画(採択)期間終了まで

【利用権を付与するための主な前提条件】

   月2回以上/座席利用権の利用
※ご利用実績を確認の上、座席利用権の返還を求める場合あり

【ご留意事項】

①座席利用権は個人と紐づくため、利用者の事前登録が必要

②会議室やPCブース、ロッカーやキャビネット、複合機は利用不可

③ご利用時にチームメンバーや外部ゲストの招待(無償)が可能

   ④プログラム期間中での利用者の変更も可能。

※同一月内で複数回の利用者変更は不可(利用者変更は同一月内で1回まで)

STATION Aiの”会員向け”各種支援メニューの利用、STATION Ai内での実証実験や

施設内で開催される各種イベント参加等は、専用座席を利用、活用いただいていることが前提

24



2525

昨年度のSTATION Ai活用事例

非侵襲デバイス開発のため、データ測定会をSTATION Aiにて実施
幅広い年代からの測定協力を得られ、目標協力者数を大幅に上回る結果に

2525



座席利用登録後、最初の一歩としておススメのイベント）

活用例）カフェ会 × 実証実験

毎週1回（曜日不定）12:00～14:00@STATION Ai 3Fセントラルラウンジ

26
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特許取得費用の支援について

➢概要
スタートアップの競争優位性を確保するため、採択案件の研究開発費とは別枠(※)で単独特許の

取得費用を支援（PCT/外国出願も可）

⚫ 計画書に特許出願の計画を記載してください
（新規出願に加え、既出願特許についての
外国出願等の計画含む）

⚫ 計画への記載内容については、各機関の
知財部門等・伴走支援者にご相談の上

 記載願います。

※ 具体的な特許出願の支援金額は、
 各機関の知財部門等にて判断されます。
（各機関のプログラム推進費）

（計画書 知財関連項目抜粋）

（計画提出済み）



（参考）JST募集要項p.58-59からの抜粋

28



履歴

お問い合わせ先

29

本説明会の内容についてのご質問は以下にお願いします。

名古屋大学 学術研究・産学官連携推進本部 
イノベーション・アントレプレナーシップ推進室 
Tongali事務局
tongali_x_admin@g.thers.ac.jp

mailto:tongali_x_admin@g.thers.ac.jp
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Tongaliからはじまる
Tech Innovation Smart Society

の実現
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